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［６］ 制御構造（１） 条件判断 
１．if文，if else文 
・ある条件式が成立するかどうかで，処理を選択するときに使用する． 
・C言語においては，「真 true」を1，「偽 false」を0と定めてある． 
・if文では式の値が"0"のとき偽，式の値が"1"（もしくは0以外）のとき真と判断する． 

 

 if (式) もし，式が真なら（成り立つ場合）文１を実行 

  文１  

 

例） if (a > b) 

    printf(“aが大きい\n”); 

 

 if (式) もし，式が真なら（成り立つ場合）式１を実行 

  文１    

   else そうでないなら，式２を実行 

    文２    

 

例） if(a > b) 

    printf(“aが大きい\n”); 

   else 

        printf(“aはbより大きくない\n”); 

 

２．条件式の書き方 
a  関係演算子 b  a，bは変数もしくは定数．式が真なら１となる． 
 a > b  aはbより大きい． 

 a >= b  aがbより大きいか等しい．（a≧bとは書けない） 

 a < b  aはbより小さい． 

 a <= b  aがbより小さいか等しい．（a≦bとは書けない） 

 a == b  aとbは等しい．（=を２つ書く．a=bとしないこと！） 

 a != b  aとbは等しくない. 

 
式a 論理演算子 式b 
 式a && 式b  式aと式bが共に真なら１となる． 

 式a ¦¦ 式b  式aと式bのいずれか真なら１となる． 

 ! 式a 式aの否定．式aが真なら０となる． 
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複合演算子 
・複数の演算子を組み合わせることができる．（ ）でかこむと，（ ）内が優先される． 
 (x >=1 ) && (x <= 10) xが1以上10以下のとき真． 

 

※条件を判断する場合，比較演算子が優先され，その後論理演算子が判断される． 

 （演算子には優先順序が決まっている） 

  x >=1  &&  x <= 10 上の式と同じ結果になる． 

（ただし（ ）があった方がわかりやすい．） 

 
３．ブロック（複文） 
・文１や文２が，複数行となる場合は{ }でまとめ，１文（ブロック）にする． 

※この「ブロック」は，他の場合（for文など）でも用いられる． 

 

例１）if (a > 1) 

        printf("%lf\n", a); これはブロックを使用していない． 

     if (a <= 0){ 

        a = a*2-1; 

       printf("%lf\n", a); ブロックを使用している． 

     } 

 

例２） 

    double a = 2; この場合，表示される値はどうなるか考えよう． 

    if (a <= 0) 

      a = a*2-1; 

      a /= 2; 

    printf("%lf\n", a); -> ？ 

 


